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広 報 誌

｜  S p e c i a l  F e a t u r e   ｜

出光のSAF
航空の未来を創る

広報誌 　　　　　 第10号
発行：出光興産株式会社　　
制作：日本ビジネスアート株式会社

本誌掲載の写真、イラスト、記事の無断転載を禁じます。

出光興産 apollostation （アポロステーション） 「a!合唱団」篇 TVCM

耳に残る軽快なリズム

新CMキャラクター原菜乃華さん

一度見たら忘れられないキャッチーなメロディーと真っ赤
な衣装に、不思議なダンス。

出光興産のサービスステーション「apollostation」の新
テレビCM apollostation「a!合唱団」篇が、10月1日より全
国で放映中です。 

従来の給油所としてだけではなく、それぞれの地域のニー
ズに応じて多様なサービスを提供する“生活支援基地”に
進化する。

「apol los ta t ion」がご提供する、“a!”っという驚きと、
“a!”ってよかったという安心を表現しました。

見たら自然と体が動き出すかも？

新イメージキャラクターの原菜乃華さんと子どもたちがお
届けする“ちょいクセ”な新CMをぜひお楽しみください。

いろんな 「a！（あ！）」が踊り出す？
apollostationの新テレビCMが完成

テレビCM
放映中 ！



広 報 誌

9 漫画で伝える 私たちの物語
第1話　日章丸事件

20 いろんな 「a！（あ！）」が踊り出す？
apollostationの新テレビCMが完成

出光のSAF

3 中計特集 idemitsu VISION

航空の未来を創る

2030年ビジョン「責任ある変革者」の実現に向かう、
出光グループの“今”をお届けする広報誌。

毎号の特集で、当社グループにおける注目の話題をピックアップし、
さまざまな切り口でご紹介。

2024

vol.10

C O N T E N T S

16

3

9

16 SPECIAL TALK

社外取締役対談

社外取締役 鈴木 純社外取締役 橘川 武郎

出光らしい事業への挑戦で
日本の将来への責務を果たす

2



出 光 の S A F
航空の未来を創る

カーボンニュートラル社会の実現に向けて、新しいエネルギーの
供給・実用化への挑戦が進む中、航空産業の脱炭素化に注目
が集まっている。当社は、長年ジェット燃料の安定供給を通じて
培った知見を生かし、持続可能な航空燃料「SAF（Sustainable 
Aviation Fuel）」の国内供給体制の構築に挑む。クリーンなエ
ネルギーの社会実装に向けて着実に前進している、当社のSAF
製造プロジェクトを特集する。

vol.7idemitsu VISION 中 計 特 集 
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る
。
い
ず
れ
も
、
石
油
由
来
の
航
空

燃
料
と
比
べ
、
原
料
製
造
か
ら
製
品

利
用
ま
で
の
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

全
体
に
お
け
る
C
O₂
排
出
量
を
大

幅
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
航
空
燃

料
だ
。
日
本
で
は
、
政
府
お
よ
び
航

空
業
界
が
、「
2
0
3
0
年
ま
で
に
国

内
航
空
会
社
に
よ
る
燃
料
使
用
量
の

10
%
（
約
1
7
0
万
kl
）
を
S
A
F

に
置
き
換
え
る
」
と
い
う
目
標
を
掲

げ
た
。
世
界
の
旅
客
輸
送
数
は
増
加

を
続
け
て
お
り
、
2
0
5
0
年
時
点

で
現
在
の
2
倍
以
上
に
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
2
0
3
0
年
以
降
も

C
O₂
排
出
量
の
削
減
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
に
伴
い
S
A
F
の
使
用
量
は

増
加
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

S
A
F
の
安
定
供
給
は
、
ま
す
ま
す

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

S
A
F
の
社
会
実
装
で
航
空
の
脱
炭
素
へ

今
、
世
界
中
で
航
空
産
業
の
C
O
2
排
出
量
削
減
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
中
で
も
重
要
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
S
A
F
の
普
及
だ
。

そ
の
社
会
実
装
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
、
当
社
の
戦
略
を
ご
紹
介
す
る
。

普
及
が
急
が
れ
る
S
A
F 

人
や
も
の
の
輸
送
に
欠
か
せ
な
い

航
空
産
業
―
―
そ
の
C
O₂
排
出
量

は
大
き
く
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
急

が
れ
て
い
る
。
国
際
民
間
航
空
機
関

（
I
C
A
O
）
は
「
2
0
5
0
年
ま

で
に
航
空
業
界
の
C
O₂
排
出
量
を

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に
す
る
」
と
い
う
目
標

を
設
定
。
目
標
達
成
に
向
け
て
は
、

革
新
的
な
航
空
技
術
の
採
用
や
、
合

理
的
な
航
空
運
営
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
石
油
以
外
の
原
料
か
ら
製
造
さ

れ
る
S
A
F
の
活
用
が
最
も
有
力
視

さ
れ
て
い
る
。

S
A
F
に
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
原
料

と
し
て
製
造
さ
れ
る
バ
イ
オ
S
A
F

と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
て
製
造
し
た
水
素
と
大
気
中
な
ど

か
ら
回
収
し
た
C
O₂
を
原
料
と
し

て
製
造
さ
れ
る
合
成
S
A
F
と
が
あ

＊　ニートSAF（バイオマス原料等を基に製造されたジェット燃料）数量として

〜2030年

50万kl＊

国内供給体制確立

10万kl＊

25万kl＊

15万kl＊

サトウキビなどの糖類

南米のサトウキビを
原料候補として
検討中

廃食油や
植物残渣など

原料確保に向け、J-オイルミルズ/
LOPS/PETRONAS/全農グレイン
等と共同検討中海外で生産された

ニートSAF

Jet Zero Australia社へ
の出資など

ATJ技術
による生産

HEFA技術
による生産

海外PJ
からの供給

持
続
的
な
安
定
供
給
の
た
め
に

複
数
の
選
択
肢
を
確
保

日
本
政
府
の
目
標
（
S
A
F
混

合
率
10
％
）
達
成
に
貢
献
す
る
た

め
、
当
社
は
2
0
3
0
年
50
万
kl
/

年
の
S
A
F
国
内
供
給
体
制
の
構

築
を
目
指
す
。
S
A
F
は
さ
ま
ざ

ま
な
原
料
か
ら
異
な
っ
た
製
造
方

法
で
作
る
こ
と
が
可
能
で
、
現
在

8
種
類
の
製
造
規
格
が
承
認
さ
れ

て
い
る
。
当
社
が
取
り
組
む
の
は
、

エ
タ
ノ
ー
ル
か
ら
S
A
F
を
製
造

す
る
A
T
J
（
A
l
c
o
h
o
l 

t
o 

J
e
t
）、
使
用
済
み
食
用

油
な
ど
の
油
脂
を
水
素
化
処
理
し

て
S
A
F
を
製
造
す
る
H
E
F
A

（
H
y
d
r
o
p
r
o
c
e
s
s
e
d 

E
s
t
e
r
s 

a
n
d 

F
a
t
t
y 

A
c
i
d
s
）
の
2
種
類
の
製
造
技

術
だ
。

現
在
、
世
界
的
に
大
規
模
な
製
造

技
術
の
確
立
が
先
行
し
て
い
る
の
は

H
E
F
A
だ
が
、
原
料
と
な
る
油
脂

類
の
物
量
に
限
り
が
あ
り
、
か
つ
燃

料
価
格
が
上
下
し
や
す
い
課
題
も
あ

る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
S
A
F
を

安
定
供
給
す
る
た
め
に
、
原
料
の
安

定
供
給
と
価
格
の
安
定
性
は
欠
か
せ

な
い
。
そ
の
た
め
、
将
来
的
に
は
原

料
調
達
が
し
や
す
く
な
る
と
さ
れ
る

A
T
J
の
大
規
模
製
造
技
術
の
確
立

に
、
当
社
は
世
界
で
初
め
て
挑
戦
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
的
に
安
定
供
給
を
行
う

と
い
う
観
点
か
ら
、
当
社
は
複
数
の

製
造
技
術
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
S
A
F
に
限
ら
ず
、
バ
イ

オ
燃
料
の
利
用
拡
大
や
合
成
燃
料

の
普
及
に
向
け
た
検
討
も
進
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
・
知
見

を
活
用
し
な
が
ら
、
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
社
会
実
装
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
。

0

10

20

30

40

50

60（百万 t）

S
A
F
の
供
給
量

2020 25 30 35 40 45 2050

ジェット燃料の
10％がSAF

50年までに
同最大75％

合成燃料

バイオ
ATJ

セルロース、都市ごみ
HEFA

■ 世界的なSAF供給量の見通し

■ 出光が目指すSAF供給体制

出典：ICAO Prestocktaking 2021
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千葉事業所

徳山事業所

部
門
を
超
え
て
連
携
し
　

新
事
業
を
未
来
へ
つ
な
げ
る

S
A
F
製
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共

通
認
識
と
な
る
基
本
思
想
や
評
価
軸

の
設
定
、
大
き
な
投
資
額
に
対
す
る

政
府
の
支
援
制
度
の
活
用
方
針
の
策

定
、
社
内
で
の
合
意
形
成
・
決
裁
プ

ロ
セ
ス
の
主
導
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
所
属
す
る
C
N
X
戦
略
本
部
は
、

S
A
F
を
は
じ
め
と
す
る
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
不
可
欠
な
『
一

歩
先
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
の
社
会
実
装
に

向
け
て
設
置
さ
れ
た
組
織
。
社
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
部
門
の
連
携
を
促
し
、

互
い
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
り
、
知

見
を
共
有
し
た
り
し
て
、
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

私
は
入
社
当
時
、
製
油
所
勤
務
で

し
た
。
石
油
精
製
は
海
外
で
産
出
さ

れ
た
原
油
を
調
達
し
て
精
製
し
、
製

品
化
し
ま
す
。
S
A
F
の
場
合
は
、

加
え
て
原
料
生
産
の
工
程
か
ら
、
輸

送
、
製
造
、
顧
客
へ
の
配
送
ま
で
、

フ
ロ
ー
全
体
に
お
け
る
環
境
負
荷
低

減
へ
の
考
慮
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

難
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
す
で
に
当
社
が
有
し
て
い
る

ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
製
造
・
輸
送
・
販

売
の
供
給
網
や
品
質
管
理
・
品
質

保
証
の
知
見
を
生
か
せ
る
強
み
も
あ

り
ま
す
。
自
身
の
仕
事
が
地
球
規
模

の
課
題
に
関
わ
り
、
次
世
代
に
つ
な

が
っ
て
い
る
実
感
を
原
動
力
に
、
こ

の
S
A
F
事
業
を
未
来
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

に
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
運
転
を
開

始
、
現
在
は
2
0
3
0
年
ま
で
の

C
O₂
フ
リ
ー
ア
ン
モ
ニ
ア
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
取
り
組
む
な

ど
、
当
社
が
進
め
る
「
C
N
X
セ
ン

タ
ー
」
化
に
向
け
着
実
に
前
進
し
て

き
た
。

そ
ん
な
徳
山
事
業
所
で
新
た

に
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、

H
E
F
A
に
よ
る
S
A
F
製
造
だ
。

H
E
F
A
技
術
と
は
、
植
物
油
な
ど

の
油
脂
を
水
素
化
処
理
し
て
S
A
F

を
製
造
す
る
手
法
の
こ
と
。
原
料
に

は
、
廃
食
油
、
獣
脂
等
の
廃
棄
物
原

料
や
大
豆
油
を
活
用
す
る
計
画
で
、

将
来
的
に
は
G
H
G
（
温
室
効
果
ガ

ス
）
削
減
率
が
高
く
、
か
つ
非
可
食

原
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
ポ
ン
ガ
ミ

ア
な
ど
の
油
脂
植
物
も
原
料
と
し
て

使
用
で
き
る
よ
う
、
栽
培
・
原
料
化

し
、
安
定
的
な
原
料
確
保
に
向
け
た

徳
山
事
業
所
の
　

H
E
F
A-

S
A
F
製
造
が
前
進 

2
0
2
4
年
8
月
、
徳
山
事
業
所

の
S
A
F
製
造
設
備
の
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
基
本
設
計
段
階
に
移
行

し
た
。
2
0
2
2
年
か
ら
検
討
を
開

始
し
、
事
業
所
内
の
建
設
候
補
地
の

検
討
、
所
内
設
備
へ
の
建
設
影
響
や

工
程
・
工
期
の
確
認
な
ど
を
行
っ
て

き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
一
歩
前
進

し
た
。

当
社
の
徳
山
事
業
所
は
、

1
9
5
7
年
に
出
光
初
の
製
油
所
と

し
て
操
業
を
開
始
。
石
油
製
品
・
石

油
化
学
製
品
の
生
産
や
、
エ
チ
レ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
原
料
供
給
を
通
じ

て
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
各
社
を
支
え

て
き
た
。
一
方
、
2
0
1
4
年
に
石
油

精
製
機
能
を
停
止
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、
2
0
2
2
年

取
り
組
み
の
検
討
も
進
め
て
い
る
。

製
造
設
備
は
、
2
0
2
8
年
度
の
完

工
・
運
転
開
始
を
目
指
す
。　

世
界
初
A
T
J-

S
A
F
の
　

大
規
模
製
造
の
実
証
に
挑
む
　

千
葉
事
業
所

成
田
空
港
・
羽
田
空
港
近
く
に
立

地
す
る
千
葉
事
業
所
。
当
社
グ
ル
ー

プ
の
な
か
で
も
最
大
規
模
の
事
業
所

で
、
も
う
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
ん
で
い
る
。

千
葉
事
業
所
で
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
、
A
T
J
に
よ
る
S
A
F
の

実
証
生
産
だ
。
世
界
的
に
も
い
ま
だ

大
規
模
製
造
の
実
証
が
な
さ
れ
て
い

な
い
A
T
J
。
当
社
で
は
サ
ト
ウ
キ

ビ
を
原
料
に
、
糖
化
・
発
酵
・
蒸

留
工
程
を
経
て
生
産
し
た
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
か
ら
S
A
F
を
製
造
す
る

手
法
で
、
製
造
技
術
の
確
立
を
目

指
す
。
こ
の
事
業
は
2
0
2
2
年
に

N
E
D
O
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
基
金
に
採
択
さ
れ
、
世
界
初
と
な

る
10
万
kl
級
A
T
J
製
造
商
業
機
の

開
発
・
建
設
と
、
そ
の
先
の
供
給
開

始
を
目
指
し
て
挑
戦
を
続
け
て
い
る

最
中
だ
。

H
E
F
A
、
A
T
J
な
ど
の

S
A
F
の
製
造
技
術
は
近
年
開
発
・

確
立
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
が
、
そ
の

一
部
に
は
、
当
社
の
石
油
・
石
油
化

学
事
業
に
お
け
る
製
造
プ
ロ
セ
ス
と

知
見
を
応
用
す
る
こ
と
で
き
る
。
そ

の
一
つ
が
、
脱
硫
装
置
に
代
表
さ
れ

る
水
素
化
プ
ロ
セ
ス
、
異
性
化
・
分

解
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
徳
山
事
業
所

や
千
葉
事
業
所
を
含
む
事
業
所
・
製

油
所
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
石
油

精
製
事
業
を
通
じ
て
技
術
者
や
運
転

員
が
蓄
積
し
て
き
た
知
見
や
ノ
ウ
ハ

ウ
が
応
用
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
も
、
当
社
の
培
っ
て
き
た
強
み

を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
品
質
管
理
・
品

質
保
証
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
輸
送
・

貯
蔵
・
供
給
と
い
っ
た
工
程
で
は
、

用
役
、
タ
ン
ク
、
桟
橋
と
い
っ
た
基

盤
イ
ン
フ
ラ
や
、
製
品
輸
送
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
で
き
る
。
加
え

て
、
千
葉
事
業
所
は
千
葉
港
に
近

く
、
成
田
空
港
向
け
の
ジ
ェ
ッ
ト
輸

送
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
活
用
し
や
す
い

立
地
に
位
置
し
て
い
る
点
も
強
み
だ
。

ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
を
は
じ
め
と
す

る
、
既
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
を
担
っ
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
や
人
財

が
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を

担
っ
て
い
く
。
当
社
ら
し
い
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
図
が
、
社
会
実

装
に
向
け
て
形
に
な
り
始
め
て
い
る
。

～
年
間
50
万
kl
供
給
に
向
け
、徳
山・千
葉
で
前
進
～

持
続
可
能
な
航
空
燃
料
を
出
光
か
ら

当
社
は
現
在
、
徳
山
事
業
所
で
の
H
E
F
A
に
よ
る
S
A
F
製
造
と
、
千
葉
事
業
所
で
の
A
T
J
に
よ
る
S
A
F
製
造
の
、

2
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
た
S
A
F
の
国
内
供
給
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

当
社
が
蓄
積
し
て
き
た
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
社
会
実
装
に
挑
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
在
地
を
ご
紹
介
す
る
。

I N T E R V I E W

徳山事業所千葉事業所

CNX戦略本部 CNX戦略室　
バイオ・合成燃料事業課

豊津 和宏

vol.7

67



8

SAFってなに？

カーボンニュートラル社会に不可欠な
Theme

01

02

vol .5

出光の技術・製品に
まつわる「？」を
ナルホド「！」に

なぜ、SAFが注目
されているの? 

従来の航空燃料を使用したときと比較し、大気
中のCO2をほとんど増やすことなく利用するこ
とができるからです。製造から使用までのプロ
セスで、自然のCO2循環をうまく利用している
他、廃棄物を原料として再利用して製造するこ
とも可能です。

SAFはなぜ
環境にやさしいエネルギー
といえるの？

航空機は、日本国内での輸送量当たりのCO2排出
量が、自動車に次いで2番目に多い乗り物です。
そのため、より少ない燃料で駆動するエンジンな
どの「新しい技術の導入」や、燃料の使用量を抑
える「運航方式の改善」など、CO2排出量の削減
に向けてさまざまな取り組みが行われています。
中でも、最も大きなインパクトがあるとされるの
がSAF。2050年までに削減するCO2排出量の約55%
を、SAFへの置き換えによって実現する計画です。

SAF供給が未来の空を創る
といっても、過言じゃないね！

国際機関ICAOが「2050年CO2排出実質ゼロ」を目標に掲げたことを受け、
日本は2030年までに国内航空会社のジェット燃料の一部を
SAFに置き換えることを目指している。
長距離を飛行するために、多くのエネルギーを必要とする航空機。
そのカーボンニュートラル化に、SAFは欠かせない存在だ。



私たちの物語
漫画で伝える

当
社
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
当

社
が
こ
れ
ま
で
に
歩
ん
で
き
た
取
り
組
み

や
そ
の
背
景
に
あ
る
価
値
観
や
想
い
に
つ

い
て
、
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
な

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
社
の
中
で
語
り
継
が
れ
て
い

る
物
語
を
毎
号
漫
画
で
お
届
け
す
る
企
画

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

当
時
の
社
員
な
ど
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら

読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

連載開始
！



陸
が
見
え
て

き
ま
し
た
！

着
き
ま
し
た
！着

い
た…

店
主

我
々
は

つ
い
に

成
し
遂
げ

ま
し
た
！

や
っ
た
！

よ
し
!!新田 辰男

船長

１
９
５
３
年
５
月
９
日

日
章
丸
二
世

川
崎
港
に

無
事
帰
港

紆
余
曲
折
の
末

イ
ラ
ン
石
油
の

買
い
付
け
に

成
功
す
る
!!

日章丸二世

第１話 日章丸事件
イ
ラ
ン
の
石
油
買
い
付
け
に

至
る
ま
で
は
困
難
を
極
め
た

第
二
次
世
界
大
戦
後

イ
ギ
リ
ス
系
メ
ジ
ャ
ー
の

ア
ン
グ
ロ
・
イ
ラ
ニ
ア
ン
社

(

ア
・
イ
社)

と
イ
ラ
ン
は

石
油
ま
わ
り
の
利
益
協
定
で

も
め
て
い
た

イ
ギ
リ
ス
は

軍
艦
を
派
遣
し

イ
ラ
ン
に
対
す
る

経
済
封
鎖
を
宣
言

財
政
不
安
に
陥
っ
た

イ
ラ
ン
は
日
本
を
含
む

他
の
国
に
自
国
石
油
を

売
り
込
ん
だ

当
時

イ
ラ
ン
石
油
を
積
ん
で
い
た

イ
タ
リ
ア
の
船
が

イ
ギ
リ
ス
に
拿
捕
さ
れ
る

事
件
も
起
き
て
い
た

出
光
は
正
式
に
辞
退
し
た

ま
た
利
権
料
の

支
払
い
停
止
を

す
る
な
ど

制
裁
を
科
し
た

イ
ラ
ン
の
石
油
は

魅
力
的
だ

喉
か
ら
手
が

出
る
ほ
ど

欲
し
い必

ず
や
日
本
の

消
費
者
の
た
め

イ
ラ
ン
国
民
の

た
め
に
な
る

し
か
し
国
際
的
に

認
知
さ
れ
て
な
い

石
油
で
す

購
入
す
る
の
は

あ
ま
り
に
リ
ス
ク
が

大
き
過
ぎ
ま
す

イギリス

イラン

イタリア インド トルコ ポーランド 日本

制裁



と
こ
ろ
が

１
９
５
２
年
７
月
中
旬

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
弁
護
士

マ
ホ
ー
二
ー
と
の
面
会
で

イ
ラ
ン
の
石
油
国
有
化
の

実
情
を
初
め
て
知
る

出
光
は

イ
ラ
ン
石
油
の

輸
入
意
思
を
固
め
た

「
イ
ラ
ン
の

モ
サ
デ
グ
首
相
は

け
し
か
ら
ん
」と

思
っ
て
い
た
の
に…

私
た
ち
の
耳
に

入
っ
て
い
た
情
報
は

英
国
側
の
一
方
的
な

も
の
だ
っ
た
の
か

輸
入
資
金
を
確
保

で
き
る
の
か
!?

タ
ン
カ
ー
や

保
険
の
手
配
は
!?

イ
ギ
リ
ス
海
軍
に

拿
捕
さ
れ
な
い
と
い
う

保
証
は
!?

決
断

あ
る
の
み
だ
！

驚
き
ま
し
た

出光 佐三
店主

出光 計助
専務

し
か
し
実
現
は

困
難
を
極
め
た

イ
ラ
ン
と
の

価
格
交
渉
は

う
ま
く
い
く
の
か
!?

皆
を

信
じ
て
い
る

任
せ
た
ぞ
!!

だ
が
粘
り
強
い
交
渉
の

甲
斐
あ
っ
て
協
定
の
締
結
に

こ
ぎ
つ
け
る

そ
し
て

１
９
５
３
年
３
月
２３
日

日
章
丸
二
世
は

神
戸
港
を
出
港
し
た

佐
三
店
主
の
涙
に
は

理
由
が
あ
っ
た…

実
は
イ
ラ
ン
か
ら
の

石
油
輸
入
は
極
秘
裏
に

進
め
ら
れ
て
い
た
た
め

船
長
と
機
関
長
以
外
の

乗
組
員
に
は
行
き
先
を

知
ら
せ
て
い
な
か
っ
た
の
だ

も
う
間
も
な
く

ペ
ル
シ
ャ
湾
だ
ぞ

俺
た
ち
の

目
的
地
っ
て

い
っ
た
い
ど
こ

な
ん
だ…

？

お
い

新
田
船
長
か
ら

話
が
あ
る
そ
う
だ

船
長
の
新
田
だ

私
た
ち
が

向
か
う
の
は…

イ
ラ
ン
!?

ウ
ソ
だ
ろ
!?

イ
ラ
ン
の

ア
バ
ダ
ン
だ

動
揺
す
る
乗
組
員
に
対
し
て

新
田
船
長
は
出
光
佐
三
店
主
か
ら

預
か
っ
た
乗
組
員
あ
て
の

激
励
文
を
読
み
上
げ
た

…

行
く
手
に
は

防
壁
防
塞
の
難
関
が
あ
り

こ
れ
を
阻
む
だ
ろ
う…

…

我
国
は
初
め
て

世
界
石
油
大
資
源
と

直
結
し
た
る

確
固
不
動
の

石
油
国
策
確
立
の
基
礎
を

射
止
め
る
の
で
あ
る…

…

諸
君
の
労
苦
を

慰
す
る
に
充
分
で
あ
る
事
を

信
ず
る
も
の
で
あ
る…



俺
た
ち
の
こ
と
を

こ
こ
ま
で
信
頼
し
て

く
れ
て
い
る
ん
だ
！

や
っ
て
や
ろ
う

じ
ゃ
な
い
か
！

組
員
た
ち
は
感
動
し

任
務
の
重
大
さ
を

自
覚
し
て

結
束
を
固
め
た

そ
し
て
買
い
付
け
を

終
え
た
日
章
丸
二
世
は

イ
ギ
リ
ス
の
海
上
封
鎖
を

か
い
く
ぐ
り

１
９
５
３
年
５
月
９
日

川
崎
油
槽
所
に
着
桟
し
た

そ
の
後

出
光
は
ア
・
イ
社
か
ら

訴
訟
さ
れ
た
が…

全
て
棄
却

よ
し
！

イ
ラ
ン
か
ら
の

輸
入
原
油
が
入
っ
た
こ
と
で

出
光
は
率
先
し
て

ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
下
げ
た

こ
の
買
い
付
け
は

戦
後
日
本
に
と
っ
て

再
び
世
界
で
伍
し
て
戦
え
る

こ
と
を
証
明
し

日
本
人
が

勇
気
と
誇
り
を

持
つ
こ
と
に
な
っ
た

こ
れ
に
よ
り
日
本
市
場

全
体
で
も
価
格
が
下
が
り

消
費
者
に
便
益
を

も
た
ら
し
た
の
で
あ
る

ガソリン代値下げ

第１話

日章丸事件

漫画で伝える私たちの物語

事
件
の
背
景
・
経
緯

出
光
に
と
っ
て
の
追
い
風

こ
の
出
来
事
を
通
じ
て

　第
二
次
世
界
大
戦
後
、
欧
米
諸
国
の
植
民
地
か

ら
次
々
と
独
立
国
が
誕
生
す
る
中
、
中
東
の
産

油
国
は
、
欧
米
石
油
資
本
に
対
し
、
利
権
協
定

の
改
定
を
求
め
続
け
て
い
た
。
イ
ラ
ン
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ラ
ニ
ア
ン
社
と
の

交
渉
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、
1
９
５
1
年
３
月

に
石
油
国
有
化
法
案
を
可
決
。
同
年
６
月
に
は

モ
サ
デ
グ
首
相
が
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ラ
ニ
ア
ン
社

の
油
田
・
製
油
所
な
ど
を
接
収
し
、
イ
ラ
ン
国

営
石
油
会
社（
Ｎ
I
Ｏ
Ｃ
）の
下
で
運
営
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
こ
の
措
置
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
猛
然
と
反
発
し

た
。
ア
バ
ダ
ン
沖
に
軍
艦
を
派
遣
し
た
他
、
イ

ラ
ン
に
対
す
る
経
済
封
鎖
の
宣
言
と
と
も
に
、

「
イ
ラ
ン
政
府
に
よ
る
石
油
取
引
は
違
法
で
あ

る
」
と
国
際
社
会
に
向
け
て
声
明
を
発
表
。

ハ
ー
グ
の
国
際
司
法
裁
判
所
に
提
訴
し
た
上

で
、
イ
ラ
ン
へ
の
利
権
料
の
支
払
い
を
停
止
し

た
の
だ
。
財
政
不
安
に
陥
っ
た
イ
ラ
ン
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
国
で
メ
ジ
ャ
ー
と
提
携
関
係
の
な
い

会
社
に
自
国
石
油
の
売
り
込
み
を
図
っ
た
。

　
1
９
５
２
年
７
月
、
国
際
司
法
裁
判
所
は

「
イ
ラ
ン
の
石
油
資
源
を
国
有
化
す
る
の
は
、

イ
ラ
ン
国
権
の
範
囲
内
」
と
す
る
決
定
を
下
し

た
。
続
い
て
９
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は

「
イ
ラ
ン
の
石
油
国
有
化
を
既
成
事
実
と
し
て

認
め
る
」
と
声
明
を
発
表
し
、
イ
ラ
ン
と
技
術

援
助
協
定
を
結
ぶ
に
至
っ
た
。

　
出
光
は
、
同
年
11
月
、
翌
年
２
月
の
２
回
の

交
渉
を
経
て
、
Ｎ
I
Ｏ
Ｃ
と
の
間
で
内
密
に
石

油
売
買
の
基
本
契
約
お
よ
び
補
足
協
定
を
締

結
。
当
初
予
定
し
て
い
た
海
運
会
社
の
船
が
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
出
光
は
「
虎
の

子
」
で
あ
る
日
章
丸
二
世
の
派
遣
を
決
断
し

た
。
３
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
帰
港
し
た
ば

か
り
の
日
章
丸
二
世
は
船
員
57
人
と
共
に
、
ア

バ
ダ
ン
に
向
け
て
再
び
出
港
し
た
。

　
果
た
し
て
日
章
丸
二
世
は
、
1
９
５
３
年
５

月
９
日
、
２
万
２
千
㎘
の
石
油
を
載
せ
て
無
事

に
帰
港
し
た
。
イ
ラ
ン
政
府
は
出
光
へ
の
感
謝

の
証
と
し
て
、
第
1
船
の
石
油
製
品
を
無
償
で

提
供
し
、
さ
ら
に
向
こ
う
６
カ
月
間
、
出
光
が

船
積
み
す
る
石
油
の
代
金
を
国
際
価
格
の
半
額

と
し
た
。
こ
の
約
束
は
モ
サ
デ
グ
政
権
が
８
月

に
ク
ー
デ
タ
ー
で
打
倒
さ
れ
た
後
も
、
満
期
ま

で
正
し
く
守
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
年
５

月
か
ら
日
本
市
場
で
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
1
㎘

当
た
り
２
・
５
円
、
灯
油
価
格
は
３
円
程
度
下

が
り
、
出
光
の
決
断
は
自
社
だ
け
で
な
く
、
日

本
の
消
費
者
に
も
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
た

の
で
あ
る
。

　
日
章
丸
事
件
で
出
光
の
知
名
度
は
飛
躍
的
に

向
上
し
、
全
国
的
に
傘
下
の
販
売
店
数
・
販
売

量
と
も
に
急
増
し
た
。
出
光
の
一
大
転
換
点
と

も
い
え
る
日
章
丸
事
件
を
思
い
起
こ
す
と
き
、

現
在
の
私
た
ち
も
「
国
・
地
域
社
会
、
そ
こ
に

暮
ら
す
人
々
を
想
い
」
「
一
丸
と
な
っ
て
不
可

能
を
可
能
に
す
る
」
「
高
き
理
想
と
志
を
掲

げ
、
挑
み
続
け
る
」
会
社
で
あ
る
こ
と
に
胸
を

張
り
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
て
い
る
。

15



社 外 取 締 役 対 談出光らしい
事業への挑戦で
日本の将来への
責務を果たす

当社の社外取締役である橘川取締役と鈴木
取締役に、社外から見た当社の事業構造改
革の現状への評価と、取締役会として果たす
べき役割、そしてさらなる当社への期待など
について、お話を伺いました。

S P E C I A L

T A L K

常
に
難
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

命
題
に
対
し
、
多
く
の
取
り
組
み
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
全
て
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
し
、
上
場
企
業
と
し

て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
利
益
も
上
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
果
た
し
て
勝

ち
筋
は
あ
る
の
か
？
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
絞
り
込
み
の
作
業
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

―
橘
川
さ
ん
の
ご
専
門
で
あ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
領
域
に
つ
い
て
の
評
価
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

橘
川
　
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

通
り
、
出
光
興
産
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
み
ん
な
に
、
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」

と
い
う
二
律
背
反
の
難
題
に
、
正
面

か
ら
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
回
絞
り
込
ん
だ
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
取
り

組
む
べ
き
重
点
4
事
業
は
、
実
は

非
常
に
出
光
ら
し
い
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
出
光
が
独
自
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
責
任
を
強
く
思
う
と
こ
ろ
か
ら

進
め
て
い
る
こ
と
で
す
。
ア
ン
モ
ニ
ア

に
取
り
組
む
会
社
は
多
い
で
す
が
、

当
社
は
C
C
S
＊
1

と
結
び
付
け
て

「
ブ
ル
ー
ア
ン
モ
ニ
ア
」
を
選
定
。「
e

－
メ
タ
ノ
ー
ル
」
で
は
、
ま
ず
は
メ
タ

ノ
ー
ル
を
製
造
し
、
市
場
の
動
向
に

よ
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
や
S
A
F
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
を
作
り
分
け
る
と
い
う
当
社
な

ら
で
は
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い

ま
す
。「
S
A
F
」
に
つ
い
て
は
、

H
E
F
A
＊
2
と
A
T
J
＊
3
の
二
つ
の

製
造
方
法
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
そ

の
先
に
は
、
e
－
メ
タ
ノ
ー
ル
を
使

う
M
T
J
＊
4
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
リ
チ
ウ
ム
固
体
電
解
質
」
は

当
社
固
有
の
取
り
組
み
で
す
。

―
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
重
点
事
業

を
絞
り
込
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
？

橘
川
　
私
は
少
し
遅
か
っ
た
く
ら
い

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
ア
ン
モ
ニ

ア
に
つ
い
て
は
、
G
I
基
金
も
、

G
X
の
進
展
と
と
も
に
多
く
の
基
金

が
配
分
さ
れ
る
見
込
み
で
、
当
社
に

大
き
な
流
れ
が
来
て
い
ま
す
。
出
光

ら
し
い
重
点
4
事
業
に
絞
っ
た
今
、

最
大
の
課
題
は
こ
れ
か
ら
ど
う
投
資

し
て
い
く
か
で
し
ょ
う
。
タ
イ
ミ
ン

グ
を
見
誤
れ
ば
、
撤
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
た
だ

当
社
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
に

な
り
得
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

の
時
間
軸
を
と
ら
え
た
適
切
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
の
投
資
を
行
い
、
事
業
の

社
会
実
装
を
実
現
す
る
た
め
に
、
取

締
役
会
で
は
ど
の
よ
う
な
議
論
を
し

て
い
か
れ
ま
す
か
。

橘
川
　
私
は
90
年
代
か
ら
の
日
本
の

―
2
0
2
3
年
度
の
当
社
取
り
組

み
に
対
す
る
率
直
な
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

橘
川
　
出
光
興
産
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
資
す
る
新
規
事

業
と
し
て
16
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲

げ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら

2
0
2
3
年
度
に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
行
い
、
重
点
4
事
業
を
設
定
し

ま
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
て
何
に
取
り
組
ん
で
い
く
か

が
、
か
な
り
絞
り
込
ま
れ
た
一
年
で

し
た
。
ま
た
昨
年
、
私
は
当
社
の
い

く
つ
も
の
現
場
を
回
り
ま
し
た
が
、

北
海
道
の
現
場
で
は
高
校
を
卒
業

し
た
ば
か
り
の
社
員
が
、
目
を
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
な
が
ら
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
現

場
か
ら
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
実
感
を
得
ま
し

た
。

鈴
木
　
私
は
昨
年
6
月
に
社
外
取
締

役
に
就
任
し
、
出
光
興
産
は
、
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支
え
る
と
い
う
大

き
な
命
題
と
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
と
い
う
命
題
を
共
存
さ
せ
る
非

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た

道
筋
が
絞
ら
れ
た
1
年

出
光
ら
し
い
4
事
業
で

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
に

な
れ
る
か

社
外
取
締
役

鈴
木 

純
社
外
取
締
役

橘
川 

武
郎

＊ 1　CCS（Carbon dioxide Capture and Storage）：CO₂の回収 ･貯留
＊2　HEFA（Hydrogenated easters and fatty acids）：植物油などを水素化処理して得られる水素化エステル･脂肪酸からSAFを製造する技術 ･プロセス
＊3　ATJ（Alcohol to Jet）：エタノールなどからSAFを製造する技術 ･プロセス
＊4　MTJ（Methanol to Jet）：メタノールなどからSAFを製造する技術 ･プロセス
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失
わ
れ
た
10
年
が
、
20
年
、
30
年
と

長
引
い
た
最
大
の
理
由
は
、
企
業
が

投
資
を
し
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
私
は

経
営
史
の
専
門
家
と
し
て
、
投
資
す

る
こ
と
自
体
に
賛
同
し
評
価
し
て
い

ま
す
。
多
少
リ
ス
ク
を
と
っ
て
も
、

早
め
に
投
資
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場

か
ら
発
言
し
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
事
業
計
画
は
仮
定
に
基
づ
く

も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
前
提
が
変
わ
っ

た
と
き
に
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
か
と

い
う
判
断
も
重
要
で
す
よ
ね
。
そ
れ
も

含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
議
論

す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
議
論
を
尽

く
し
て
辿
り
着
い
た
結
論
に
対
し
て

は
、
し
っ
か
り
と
後
押
し
し
た
い
で
す

ね
。
ブ
レ
ー
キ
だ
け
で
な
く
ア
ク
セ
ル

を
踏
み
込
む
の
も
、
社
外
取
締
役
の

役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
鈴
木
さ
ん
の
ご
専
門
で
あ
る
マ

テ
リ
ア
ル
領
域
に
つ
い
て
の
評
価
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木
　
事
業
は
、
社
会
貢
献
は
も

ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
企
業
と
し
て

し
っ
か
り
と
利
益
を
上
げ
る
こ
と
も

ま
す
。
自
領
域
の
技
術
を
深
堀
り

し
な
が
ら
、
他
の
領
域
の
人
と
交
わ

る
こ
と
で
「
こ
う
い
う
用
途
に
使
え

る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
思
わ
ぬ
と

こ
ろ
に
出
口
を
見
つ
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
ち
こ
ち

で
起
き
れ
ば
楽
し
い
で
す
し
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
勝
ち
筋
の
発
見
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

―
取
締
役
会
の
実
効
性
を
さ
ら

に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
必
要
だ
と
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
取
締
役
会
の
各
議
案
や
個
別

の
案
件
が
、
全
体
戦
略
の
中
の
ど
こ

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
が
明
確

に
な
れ
ば
、
よ
り
良
い
議
論
が
で
き

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
2
0
2
5
年

に
は
現
在
の
中
期
経
営
計
画
が
終
わ

る
た
め
、
次
の
中
期
経
営
計
画
の
議

論
も
始
ま
り
ま
す
。
長
期
フ
レ
ー
ム

の
全
体
戦
略
を
常
に
念
頭
に
置
き
、

企
業
運
営
、
事
業
方
針
、
一
つ
ひ
と

つ
の
事
業
の
取
捨
選
択
、
投
資
の
仕

方
・
時
期
な
ど
を
議
論
す
る
必
要
が

必
要
で
す
。
そ
う
い
う
“
勝
ち
筋
”

を
見
つ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
、
こ

の
一
年
間
ず
い
ぶ
ん
イ
ン
プ
ッ
ト
し

て
き
た
つ
も
り
で
す
。
特
に
先
進
マ

テ
リ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
勝
ち
筋
を

見
つ
け
る
方
向
性
に
進
ん
で
き
た
か

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
約
5
0
0
億
円
を
投
じ

て
統
合
研
究
所
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を
設
立
す
る
計

画
に
は
驚
き
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
中

央
研
究
所
の
よ
う
な
存
在
は
、
60
年

代
に
ブ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、
最

近
は
廃
止
す
る
傾
向
が
続
い
て
い
る

あ
る
と
考
え
ま
す
。
常
に
長
期
の
大

局
的
な
視
点
に
立
ち
戻
り
、
そ
の
上

で
私
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

突
っ
込
む
と
い
う
の
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
ね
。

橘
川
　
ま
さ
に
昨
年
度
の
議
論
で

も
、
私
た
ち
社
外
取
締
役
の
多
様
さ

は
際
立
っ
て
お
り
、
非
常
に
健
全
な

議
論
が
で
き
て
い
る
実
感
が
あ
り
ま

す
。
取
締
役
会
の
実
効
性
を
担
保
す

る
た
め
に
は
、
や
は
り
社
外
取
締
役

の
構
成
が
重
要
で
す
。
特
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
の
事
業
構
造
改
革
に
は
、

マ
テ
リ
ア
ル
や
経
営
実
務
の
知
見
が

必
須
で
す
か
ら
、
こ
こ
に
良
い
人
材

か
ら
で
す
。
た
だ
、
中
身
を
吟
味
す

る
と
、
更
新
投
資
額
を
考
え
れ
ば
、

統
合
研
究
所
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
加

え
て
、
出
光
興
産
は
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ら
が
分
散
し
て
い
る
の
は
も
っ
た
い

な
い
。
人
財
に
つ
い
て
も
、
こ
だ
わ

り
が
あ
り
そ
う
な
人
た
ち
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
人
財
が

集
ま
る
と
面
白
い
こ
と
が
起
き
そ
う

で
す
。
研
究
所
は
小
さ
な
単
位
だ
と

同
質
化
し
て
し
ま
う
の
で
、
テ
ー
マ

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
拡
大
さ
せ
る
た

め
に
は
、
異
質
な
も
の
が
集
ま
っ
た

を
引
っ
張
り
、
社
外
取
締
役
の
ス
キ

ル
マ
ト
リ
ク
ス
を
完
成
さ
せ
て
い
る

こ
と
が
、
実
効
性
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
　
ま
た
、
現
在
当
社
が
取
り
組

む
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
と

い
う
難
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
高
い
社
員
を
い
か
に
多
く
育
て
ら

れ
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。「
出

光
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
仕
事
が
で

き
て
幸
せ
だ
」
と
い
う
よ
う
に
、
自

分
た
ち
が
や
っ
て
い
る
仕
事
が
す
ご

く
意
味
が
あ
る
仕
事
だ
と
い
う
意
識

が
高
ま
れ
ば
、
難
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

方
が
良
い
。
そ
う
し
た
点
か
ら
考
え

れ
ば
、
統
合
研
究
所
は
“
あ
り
〟
だ

と
思
い
ま
し
た
。

橘
川
　
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

と
お
り
、
経
営
学
の
世
界
で
中
央

研
究
所
の
終
焉え

ん

は
常
識
化
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
統
合
研

究
所
は
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
常
識
に

対
す
る
挑
戦
と
も
い
え
ま
す
ね
。
た

だ
、
現
在
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
向
け
て
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
各

社
と
連
携
を
強
化
し
て
お
り
、
統
合

研
究
所
は
そ
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
な

研
究
・
開
発
拠
点
に
な
る
予
定
で
す

か
ら
、
当
社
が
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
各
社

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
エ
ン
ジ
ン
に
も

な
り
う
る
と
思
い
ま
す
。

―
統
合
研
究
所
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
げ
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
統
合
研
究
所
を
い
か
に
事
業

間
や
社
外
へ
と
オ
ー
プ
ン
化
で
き
る

か
で
し
ょ
う
。
オ
ー
プ
ン
化
し
た
上

で
、 “
る
つ
ぼ
”
の
よ
う
に
な
っ
て

い
く
と
い
い
で
す
ね
。
当
社
は
さ
ま

ざ
ま
な
領
域
の
技
術
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
こ
れ
ま
で
ひ
と
つ
の
領
域
に
留

ま
っ
て
い
た
人
た
ち
が
、
別
の
領
域

に
興
味
を
持
っ
て
外
に
飛
び
出
し
て

い
き
、
新
し
い
発
見
を
し
て
い
く
。

R
&
D
は
そ
の
繰
り
返
し
だ
と
思
い

も
き
っ
と
う
ま
く
い
く
は
ず
で
す
。

社
員
の
皆
さ
ん
に
「
良
い
会
社
に
勤

め
て
、
意
味
の
あ
る
仕
事
が
で
き
て

幸
せ
だ
」
と
い
う
意
識
が
広
が
る
よ

う
な
、
人
的
資
本
経
営
の
充
実
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
当
社
へ
の
期
待
を
お

願
い
し
ま
す
。

橘
川
　
当
社
は
、「
真
に
働
く
」
を
企

業
理
念
と
し
、
事
業
を
通
じ
て
人
を

育
て
る
こ
と
を
大
切
す
る
と
い
う
、

非
常
に
希
少
価
値
が
あ
る
会
社
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
人
財
を
柱

に
据
え
、「
真
に
働
く
」
人
が
成
長
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
真
に

働
く
」
人
財
集
団
と
し
て
、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
み
ん
な
に
、
そ
し
て
ク
リ
ー
ン

に
」
と
い
う
難
題
を
乗
り
越
え
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
当
社
に
は
、
多
様
な
人
財

プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を

も
っ
と
も
っ
と
活
用
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
当
社
は
、
ど
こ
に
投
資
す
る
か

が
最
大
の
楽
し
み
。
そ
れ
が
日
本
の

将
来
を
決
め
る
か
も
し
れ
な
い
の
で

す
。
私
た
ち
も
そ
れ
ぐ
ら
い
の
責
任

を
持
っ
て
、
一
生
懸
命
勉
強
し
な
が

ら
、
社
外
取
締
役
と
し
て
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
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所教授、一橋大学大学院商学研究科教授、東京理科大学大学院イノベーショ
ン研究科教授などを経て、2020年に国際大学大学院国際経営学研究科教
授、2023年６月同大学学長に就任。エネルギー産業論の専門家として総合資
源エネルギー調査会委員などを務める。2017年６月より出光興産社外取締役。

1983年、帝人株式会社入社。2003年帝人ファーマ株式会社医薬事業本部創薬推進
部長となり、帝人グループのヘルスケア事業を推進。帝人グループの駐欧州総代表、執
行役員、マーケティング最高責任者などを経て、2013年常務執行役員となり、高機能繊
維・複合材料事業を推進。2014年代表取締役社長執行役員CEO、2022年取締役会
長、2023年4月からシニア・アドバイザー。APECビジネス諮問委員会日本委員、公益社
団法人経済同友会副代表幹事を務める。2023年6月より出光興産社外取締役。
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難題を乗り越える人の力がある 利益につながる“勝ち筋”が重要
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出光興産 apollostation （アポロステーション） 「a!合唱団」篇 TVCM

耳に残る軽快なリズム

新CMキャラクター原菜乃華さん

一度見たら忘れられないキャッチーなメロディーと真っ赤
な衣装に、不思議なダンス。

出光興産のサービスステーション「apollostation」の新
テレビCM apollostation「a!合唱団」篇が、10月1日より全
国で放映中です。 

従来の給油所としてだけではなく、それぞれの地域のニー
ズに応じて多様なサービスを提供する“生活支援基地”に
進化する。

「apol los ta t ion」がご提供する、“a!”っという驚きと、
“a!”ってよかったという安心を表現しました。

見たら自然と体が動き出すかも？

新イメージキャラクターの原菜乃華さんと子どもたちがお
届けする“ちょいクセ”な新CMをぜひお楽しみください。

いろんな 「a！（あ！）」が踊り出す？
apollostationの新テレビCMが完成

テレビCM
放映中 ！


	Idemitsu_vol10_ｐ1_表紙_SAF_1031
	Idemitsu_vol10_p02_目次 _1105
	Idemitsu_vol10_p03-08_中計_SAF1105
	Idemitsu_vol10_p09-15_歴史マンガ_1105
	Idemitsu_vol10_p16-19_社外取対談1031
	Idemitsu_vol10_p20_H4_TVCM_a!合唱団_1031

